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公認会計士等の異動に関するお知らせ 

当社は、本日開催の監査等委員会において、東京証券取引所の特定上場有価証券に関す

る特例第 128条第３項の規定に基づく監査証明を行う公認会計士等の異動について決議

し、同日開催の取締役会において、2026 年 1 月 5 日に開催予定の臨時株主総会（以下

「本臨時株主総会」といいます。）に付議することを決議致しましたので、下記のとおり

お知らせいたします。 

 

記 

 

1. 異動予定の年月日 

  2026 年１月５日 

 

２．就退任する公認会計士 

（１）就任する公認会計士 

① 名 称 東陽監査法人 

② 所 在 地 大阪府大阪市中央区安土町 2-3-13 

大阪国際ビルディング 19F 

③ 業 務 執 行 社 員 川越 宗一 

玉田 優樹 

④ 公認会計士法に基づ

く上場会社等監査人

登録制度への登録状

況 

登録されております。 

 

（２）退任する公認会計士 



① 名 称 ひかり監査法人 

② 所 在 地 京都市中京区東洞院通竹屋町下る三本木五丁目 470 番地 

竹屋町法曹ビル 402 号 

③ 業 務 執 行 社 員 岩永 憲秀 

永田 匠 

 

３．２．（１）の公認会計士を会計監査人として選任した理由 

 当社監査等委員会が東陽監査法人を会計監査人として選任した理由は、同監査法人が株

式会社東京証券取引所の運営する本則市場に多数のクライアントを有し、同市場への IPO

支援に関する豊富な実績を有していることから、会計監査人として求められる高い専門性、

独立性および品質管理体制を備えていると判断したためです。 

 

４．退任する公認会計士等の就任年月日 

  2022 年９月 28 日 

 当社は、2022 年９月 28 日開催の第 46 期定時株主総会において、監査等委員会設置会社

への移行に伴いひかり監査法人を会計監査人として選任いたしております。 

 

５．退任する公認会計士等が直近１年間に作成した監査報告書等における意見等 

該当事項はありません。 

 

６．異動の決定又は異動に至った理由及び経緯 

 当社は、2021 年５月 27 日に東京証券取引所 TOKYO PRO Market 市場への上場を果た

すことができましたが、その上場に至る道のりでは、弊社の会計制度の確立や適時開示能力

の向上には、ひかり監査法人には多大なる支援をいただきました。また、その後におきまし

ても、2025 年 6 月期決算における発行者情報（東京証券取引所の特定上場有価証券に関す

る特例第 128 条第３項の規定に基づく監査報告書）の開示に至るまで適切な会計監査を実

施いただき、無限定の適正意見を表明いただいております。 

 その後、2025 年 10 月より、当社は、2026 年 6 月期の決算に向けて、同監査法人と今後

の会計方針等について議論を重ねる中で意見の相違がございました。お互いに真摯に議論

を重ねてまいりましたが相互理解にいたらなかったことから同監査法人より退任の意向を

受けておりました。 

その一方で、当社は 2021 年 6 月 10 日の TOKYO PRO Market 上場以降、本則市場への

市場変更を検討してまいりましたが、経済環境の悪化により一時見送っておりました。そ

の後の業績回復を踏まえ、本則市場への市場変更に向けた準備を再開したこともあり、当

初は同監査法人の会計監査が適切かつ妥当に行われていることを確保する体制を十分に備

えていることからこのままの体制にて進める方針としていましたが、早期の監査体制の構
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築が必要と判断し、専門性、独立性および品質管理体制等を総合的に検討し、東陽監査法

人に監査の委嘱を決定いたしました。 

なお、当社監査等委員会は、会計監査人として求められる専門性、独立性および品質管

理体制等を総合的に検討し、同市場において多数の監査実績と豊富な IPO 支援経験を有す

る東陽監査法人が当社の上場準備に適切であると判断し、その選任に同意しております。 

 

以上 


